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令和４年度（2022年度）札幌市障害福祉サービス魅力発信業務企画

競争契約候補者選定指針 

 

１ 目的 

この指針は、障がい福祉人材確保・定着サポート事業企画競争実施委員会設置要綱

（平成 29年 6月 9日保健福祉局長決裁。以下「要綱」という。）第１条の規定に基づ

き、札幌市が実施する令和４年度（2022年度）札幌市障害福祉サービス魅力発信業務

を委託する契約候補者の選定に関する事項を定めるものとする。 

 

２ 選定手順 

⑴ 一次（書類）審査 

提出された企画提案書等の書類のみの評価を行う。なお、企画提案者が４者以下

の場合は一次審査を省略する。 

⑵ 二次（ヒアリング）審査 

上記⑴の評点に基づき、上位４者の企画提案者によるプレゼンテーション及び企

画提案者に対するヒアリングを実施後、その内容を踏まえ、企画提案書等の評価を

行う。 

⑶ 契約候補者の選定 

上記⑵の評点に基づき、契約候補者を選定する。 

 

３ 評価方法 

障がい福祉人材確保・定着サポート事業企画競争実施委員会（以下「実施委員会」

という。）の委員により、本業務にかかる「提案説明書」、「仕様書」及び本指針に基づ

き、企画提案書等の内容を審査し、採点を行う。 

⑴ 評価基準 

別紙「評価基準表」のとおりとする。 

⑵ 採点 

１つの企画提案につき、実施委員会の各委員が評価基準表の３項目について 100

点満点で採点し、各委員の採点の合計を評点とする。 

なお、各項目の採点基準は下表のとおりとする。 

採点基準 点数（20点満点の項目） 点数（40点満点の項目） 

特に優れている 20点 40点 

優れている 16点 32点 

普通 12点 24点 

やや不十分 ８点 16点 

不十分 ４点 ８点 
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⑶ 最低基準点 

評定の満点（100点×委員数）の 60％を最低基準点とする。 

 

４ 契約候補者の選定について 

⑴ 契約候補者の選定 

評点が最低基準点以上の者のうち、最も高い評点を得た者を契約候補者として選

定する。 

⑵ 同点の場合 

原則として評価基準表の項目「１ 事業理解度に対する評価」の合計点が最も高

い者を、契約候補者として選定する。 

なお、上記項目の合計点についても同点である場合には実施委員会で協議の上、

契約候補者を選定する。 

⑶ 二次審査における企画提案者が１者のみであった場合 

評点が最低基準点以上であった場合には契約候補者として選定する。 



（別紙） 

令和４年度（2022年度）札幌市障害福祉サービス魅力発信業務評価基準表 

 

評価項目及び評価の観点 配点 

１ 業務理解度に対する評価 

  ■次の業務の目的を十分に理解し、提案内容に反映させていること。 

○障がい福祉の仕事の魅力を発信する冊子を作成するとともに、札幌近郊の大学及

び専門学校の福祉系学部に在学する学生を対象とした就職ガイダンスを実施する

ことで、障害福祉サービス事業所等の新規就職者を増加させる。 

 

20

点 

２ 企画提案内容の評価（魅力発信冊子作成業務及び就職ガイダンス実施業務） 

  ■次の項目を満たした企画提案内容となっていること。 

○「障がい福祉分野で働くこと」について、特に若年層の求職者が抱いているイメー

ジを正確に把握しているか。 

○障がい福祉分野で働く魅力を独自に確立し、その魅力を対象者に伝えることがで

きる内容となっているか。 

○内容に独自性・独創性があるか。 

○魅力発信冊子作製業務と就職ガイダンス実施業務の相乗効果を生むことができる

内容となっているか。 

 

40

点 

３ 業務遂行能力の評価 

  ■企画提案者に類似業務の実績があること。 

■企画提案内容が次の項目を満たしていること。 

○障がい福祉分野に精通していること。 

○人材確保分野に精通していること。 

○就職ガイダンスにふさわしい講師を選定していること。 

○事業全体のスケジュールに妥当性があること。 

○事業を実施する上での十分な人員体制が確保されていること。 

 

40

点 

合計（委員１名の満点） 
100

点 

 


